
(1) 担当支部： 首都圏－１ 12489
分水嶺区分 2004 5月 23日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
西村智磨子 11955
近藤善則 12489
今井秀正 13787

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 林道終点 139 52 37 9 34.3 1,363 8:35
分水嶺到達点E326 大峠 139 56 37 9 10.9 1,475 9:15 9:20 A-1

稜線点 139 55 37 9 11.0 1,767 10:05 10:05 A-1
E3265 三角点（大峠山） 139 55 37 9 5.3 1,817 10:25 10:25 A-1
E327 流石山 139 55 37 9 6.1 1,824 10:30 10:55 A-1

（往復）

分水嶺離別点E326 大峠 11:40
歩行終了点 林道終点 12:00

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

E3265 大峠山 ３ 西に20°

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

人口施設、相違点共、特記なし

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

6928平野 彰

那須岳（日光2-1
那須岳（日光2-1

3時間00分総歩行時間（休憩時間を除く）：

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

三角点位置に流石山の道標があり、事実上はこの地点を山頂としている。
ｃ、流石山最高地点は三角点位置（1812.5ｍ）より西200mにあるが、ハイマツで覆われている（1822m）。

ｵｵｶﾒﾉｷ、ｷｸｻﾞｷｲﾁｹﾞ、ﾋﾒｲﾁｹﾞ、ｵｵﾊﾞｷｽﾐﾚ、ﾐﾈｻﾞｸﾗ、ﾁｺﾞﾕﾘなどが目に付いた
b,大峠から稜線に至る斜面は笹とガレ石の道、稜線上はハイマツ、石楠花など亜高山帯植物が豊富
a,大峠までの間に２－３箇所　湧水箇所あり.（台風の翌々日のため通常と異なる可能性あり）

特記事項
保存
状況
良好

那須岳（日光2-1
那須岳（日光2-1
那須岳（日光2-1
那須岳（日光2-1
那須岳（日光2-1

事務局整理記入欄 地理クラブ－1
晴れのち曇

10414

3名 2名

会員番号：近藤善則
(3)山行日：E326大峠～E327流石山

北野忠彦

a
b

28.1

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

35.3

38.6
30.2
58.1

会津田島より旧大峠街道、野際新田奥林道終点まで車。
大峠から西方向、流石山までの担当区分の調査を主体としたルート

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻


